
「豊中市における歴史的文化的文書の保存及び利用の

あり方について」（答申）
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は じめ に

豊中市は、平 成 13 年 1 月に 策定した「第三次豊中市総合計画」にお

いて、政策の柱のひとつに“市民文化の創造を支えるまちづくり”を掲

げ、地域の歴史・文化の保存及 び活用を図ることを基本として市政運営

に取り組んできました。また、平成 19 年 4 月に制定した「豊中市自治

基本条例」は“市民主体のまちづくり”を謳っていますが、その実現に

は、住民が自らの地域に興味や関心を持ち、その歴史や文化を知ること

を抜きにしては考えられません。わがまちの歴史・文化を知ることは、

わがまちに対する愛着や誇りを培い、よりよいまちづくりを進める原動

力となります。

わがまちの歴史や文化に対する理解を深めるうえで、地域に伝わる歴

史資料や行政文書が果たす役割は大きく、これらの文書の保存に努め、

活用を図っていくことは、まちづくりのための重要な取組みです。この

ため、豊中市の歴史や文化の理解につながるこれらの文書は、豊中市の

「歴史的文化的文書」として、未来へ引き継いでいかなければならない

と考えます。

また、ある地域の歴史や文化は、その地域のみで成り立っているので

はなく、他の地域とも相互に関係していることから、豊中市の歴史的文

化的文書は、豊中市の貴重な財産であるとともに、近隣地域ひいては人
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類全体にとっても大切な財産であると認識する必要があります。

豊中市では昭和 11 年 10 月 15 日の市制施行以来、本市に合併された

各町村から引き継いだ文書を保存するとともに、市史編さん事業におい

ても、市域内外に存在する古文 書を中心とする歴史資料の収集に努めて

きました。近年では 、「豊中市行政文書管理規則 」（平成 13 年 10 月施行）

に 基 づ き 保 存 期 間 を 経 過 し た 行 政 文 書 の う ち か ら 歴 史 的 文 化 的 価 値 が

高い文書を選別し、保存しています。これらの歴史的文化的文書を今後

さらに適切に保存・活用するためには、その意義を再確認するとともに、

豊 中 市 に お け る 歴 史 的 文 化 的 文 書 の 取 扱 い を 明 確 に す る 必 要 が あ る と

考えます。

なお、国においては平成 23 年 4 月に「公文書等の管理に関する法律 」

が施行され、公文書等は国民共有の知的資源であり、行政文書とともに

歴 史 公 文 書 等 を 利 用 す る 仕 組 み は 民 主 主 義 を 支 え る 基 本 的 な イ ン フ ラ

（社会基盤）である、との認識が示されました。同法の趣旨は、地方自

治体においてもあてはまるものです。

歴史的文化的文書の保存及び利用を進めることによって、豊中市の歴

史や文化への理解がよりいっそう深まり、そのことが豊中市の発展に寄

与 す る こ と を 願 い 、「 豊 中 市 に お け る 歴 史 的 文 化 的 文 書 の 保 存 及 び 利 用

のあり方」について意見を述べます。
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１ ．「歴史 的文 化的 文書 」

歴史資料はもとより、行政の 諸活動の中で作成された行政文書にも何

らかの歴史的価値又は文化的価値が含まれますが、これらをすべて保存

しておくことは困難です。このため、歴史的文化的価値が高いものを選

別し、優先的に保存することが妥当であると考えます。

歴史的文化的文書の選別にあたっては、豊中市の歴史や文化を知るた

めに役立つものを基本とします。また、歴史的価値及び文化的価値の判

断は、現時点においてのみならず 50 年後 100 年後の利用を想定した長

期的観点に基づくとともに、行 政的な価値観に偏ったものにならないよ

う注意することが必要です。このことから、歴史的文化的文書の選別に

あたっては、学識経験者の意見を聴くことが重要と考えます。豊中市に

おいては、平成 23 年度に学識経験者の意見を聴き 、「豊中市歴史的文化

的文書選別基準」を策定していますが、今後 、この基準を見直す場合に

も同様の手続きを経るとともに、個々の文書の選別においても、必要に

応 じ て 学 識 経 験 者 に 意 見 を 聴 く 仕 組 み を 設 け る こ と が 望 ま し い と 思 わ

れます。

歴史的文化的文書としては、主に次のようなものが考えられます。

① 行政 の諸活動の中には、歴史的な出来事への対応や、地域固有の

課題に 対する特色ある施策などがあります。これらに関わって作成
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された 行政文書は、豊中市にしか存在しない貴重なものです。この

ため、これらの行政文書は後世へ伝えていく必要があり、行政文書

として の保存期間が経過した後は、歴史的文化的文書とすべきもの

と考え ます。

② 『新 修豊中市史』編さん事業は市制施行 50 周年を契機にスター

トし、豊中市のこれまでの歩みを記すとともに、将来のまちづくり

に生か すことを目的としたもので、歴史資料や歴史的文化的価値が

高い行 政文書を活用した事業であったといえます。このことから 、

市史編 さん事業において収集した資料は、歴史的文化的文書である

と考え ます。

③ まち の歴史は、 公的機 関の活動の みで作 られるもの ではあ りませ

ん 。個人 や民間 企業 等が保 有する文書 のなか にも、本市 の歴史 的経

過 や文化 に関す る貴 重な記 録等が含ま れてお り、これら も歴史 的文

化的文 書になるものと考えます。

なお、歴史的文化的文書は総務部情報公開課が所管していますが、教

育委員会地域教育振興室では古文書等を保存しており、また教育委員会

読 書 振 興 課 が 所 管 す る 図 書 館 に お い て も 地 域 の 写 真 や 記 録 等 の 収 集 や

提供に努めるなど、市の歴史や 文化に対する理解を深める役割をそれぞ

れ担っています。このことから、歴史的文化的文書の取扱いに伴っては、
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これらの担当部局が相互に連携を図っていく必要があると考えます。
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２ ．歴 史的文 化的文 書の 収集に ついて

(1) 行 政文書 であっ た歴 史的文 化的文 書に ついて

歴史的 文化的価値 が高い 行政文書は 、適切 に収集し、 誤って 廃棄さ

れ ないよ うにする必 要があ ります。こ のため 、これらの 行政文 書は、

保 存期間 経過後に各 課から 速やかに収 集する ことはもち ろんで すが、

保 存期間 中であって も利用 頻度が少な くなっ た時点で収 集し、 一元的

な管理に 努めることが必要です。

なお、行政文書としての重 要度とその歴史的文化的価値とは必ずし

も一致しませんが、一般的に、行政文書として重要なものは歴史的文

化的価値も高いと考えられます。このため、保存期間が長い行政文書

から優先して収集することが適当であると考えます。

(2) 歴 史資料 につい て

豊 中市は 、市史 編さ ん事業 において、 市域の 歴史や文化 等を伝 える

歴史資料 の収集に努めました。

『新修 豊中市史』の編さん事業は全 11 巻の刊行をもって終了しまし

た が、今 後新たに豊 中市の 歴史・文化 等を記 した貴重な 歴史資 料が発

見 された 場合には、 これら が失われる ことが ないように 、豊中 市とし

ても適切 に収集することが必要であると考えます。
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３ ．歴 史的文 化的文 書の 整理及 び保存 につ いて

(1) 歴 史的文 化的文 書の 保存期 間及び 廃棄 につい て

歴史的 文化的文書 は、原 則として永 久に保 存すべきで す。物 理的な

破 損等に よって、判 読する ことができ なくな った場合で あって も、将

来 、技術 の進歩によ って修 復が可能と なるこ とも考えら れるた め、廃

棄にあた っては慎重な判断が求められます。

(2) 保 存場所 及び保 存環 境につ いて

歴史的 文化的文書 は長期 に亘って保 存する ものであり 、散逸 や誤廃

棄 がない ように一元 的に管 理するとと もに、 文書の劣化 を防ぐ ため、

適切な保 存環境において保存することが必要です。

現在、 歴史的文化 的文書 は、総務部 情報公 開課長が所 管する 「豊中

市 文書館 」において 一元的 に管理され ていま す。当面は 、引き 続き文

書 館にお いて保存す るとし ても、同館 は建物 の老朽化や 耐震性 等に課

題 があり 、また、元 来文書 収蔵庫とし て設計 された建物 ではな いこと

を 勘案し 、同館が文 書の長 期保存に相 応しい 環境となる よう改 善を図

ることが 求められます。

なお、 保存場所の あり方 については 、さま ざまな角度 から、 今後も

継続して 検討することが必要であると思われます。

(3) 目 録の整 備につ いて
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歴史的 文化的文書 を適切 に保管し、 利用に 供するため には、 どのよ

う な歴史 的文化的文 書を保 有している のかを 把握してお かなけ ればな

りません 。

このた め、歴史的 文化的 文書の整理 に努め るとともに 、文書 の特定

に 必要な 文書名等の 事項や 保存場所等 を記し た目録を作 成する 必要が

あると考 えます。

(4) 記 録媒体 及び複 製の 作成に ついて

情報の 記録媒体は 、それ が作成され た経緯 や時代背景 等を表 すもの

でもあり 、歴史的文化的文書は原本保存を原則とします。

しかし ながら、歴 史的文 化的文書に はひと つしか存在 しない ものも

多 く、万 一その文書 を紛失 したり毀損 したり したときに は、そ こに記

さ れてい る貴重な情 報が失 われること になり ます。この ため、 原本を

適 正に保 存するだけ ではな く、複製を 作成し 、利用にあ たって は原則

と して複 製を用いる など、 原本の劣化 と情報 の滅失を防 ぐため の対策

が必要で す。

複製は 、保存性や 利便性 を考慮して 、適切 な記録媒体 により 作成す

る 必要が あります。 また、 災害等の不 測の事 態により原 本と複 製が同

時 に滅失 することを 想定し 、それぞれ 異なる 場所で保管 するこ とが望

ましいと 考えます。
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いうま でもないこ とです が、複製を 作成し た場合であ っても 、原本

そ のもの が有する価 値は変 わりません 。した がって、原 本は原 則とし

て廃棄せ ず、保存することが重要であると考えます。
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４ ．歴 史的文 化的文 書の 利用に ついて

(1) 歴 史的文 化的文 書の 活用

歴 史的文 化的文 書の 活用は 、わがまち の歴史 や文化に対 する理 解を

深め、誇 りや愛着を醸成することにつながります。

歴 史的文 化的文 書の 活用方 法としては 、市域 の歴史に関 する研 究や

講 座等に 利用したり 、市政 に関する調 査研究 や検証等に 使用し たりす

ることが 考えられます。

こ れらは 、市が 主体 となっ て行う場合 に限ら ず、学術研 究機関 等と

の 共同事 業や、学術 研究機 関等が行う 事業へ の協力など 、さま ざまな

形態が考 えられます。

(2) 市 民等に よる利 用に ついて

歴史的 文化的文書 は、そ の利用目的 等が適 当と認めら れると きは、

市 民その 他の者から の利用 の求めに応 じて、 利用に供す るよう 努める

ことも必 要です。

ただし 、歴史的文 化的文 書を利用に 供する ことにより 第三者 の権利

利 益を不 当に侵害す る恐れ がある場合 その他 合理的な理 由があ る場合

に は、利 用の求めに 応じる ことは適当 ではな いと考えま す。こ の場合

に おいて は、利用に 供する ことができ ない理 由を明らか にする ことが

重要です 。
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なお、行政文書であった歴史的文化的文書については、「豊中市情報

公 開条例 」及び「豊 中市個 人情報保護 条例」 による開示 請求の 対象で

あ ったこ とを踏まえ 、これ らの条例に 準じた 判断を行う ことが 必要で

す 。ただ し、豊中市 情報公 開条例にお いて不 開示とされ た行政 文書で

あっても 、「時の経過」による事情の変化を考慮して、不開示とすべき

事由がな くなった場合には利用に供すべきであると考えます。

(3) 学 術研究 機関等 によ る利用 につい て

学 術研究 の目的 によ る歴史 的文化的文 書の利 用は、豊中 市の歴 史や

文 化を詳 らかにし、 ひいて は市民の地 域に対 する愛着や 誇りを 培うこ

と にもつ ながります 。また 、豊中市の 歴史は 他の地域と 相互に 関連し

て いるこ とから、学 術研究 を目的とす る利用 は、他の地 域の歴 史や、

そ の地域 と豊中市と の関係 を解き明か すこと となり、歴 史学の 発展に

寄与する ことにもなります。

こ のため 、学術 研究 機関等 から歴史的 文化的 文書の利用 の申し 出が

あ ったと きには、利 用目的 や利用方法 等を確 認したうえ で、原 則とし

て これを 認めるべき である と考えます 。また 、当該学術 研究機 関等は

歴 史的文 化的文書を 利用す ることで得 られた 研究成果に ついて は原則

と してこ れを公表し 、豊中 市において もその 研究成果を 十分に 活用す

べきと考 えます。
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な お、学 術研究 にお いては 、一般の利 用に供 していない 未整理 の歴

史 資料等 を利用した いとの 要望もある と思わ れます。こ の場合 におい

て 、その 必要性を認 めて利 用に供する ときは 、研究成果 の公表 等にあ

た って第 三者の権利 利益を 不当に侵害 しない よう、適宜 の措置 を講ず

る ことが 必要である と考え ます。あわ せて、 研究の過程 で作成 した資

料 等の提 供を求め、 将来の 利用につな げてい くことも必 要であ ると考

えます。

(4) 利 用の可 否の判 断に ついて

歴 史的文 化的文 書を 利用に 供するにあ たって は、利用に 供する こと

に よる支 障の有無を 判断す る必要があ ります が、歴史的 文化的 文書を

所 管する 総務部情報 公開課 において、 全ての 歴史的文化 的文書 の内容

を 把握し ておくこと は困難 であり、ま た、専 門的な知識 や経験 に基づ

く助言等 が必要となることがあるものと思われます。

こ のため 、歴史 的文 化的文 書の利用の 可否の 判断にあた っては 、収

集 先の所 管課等に意 見を聴 くとともに 、必要 に応じて学 識経験 者に意

見を聴く 仕組みを検討する必要があります。

ま た、利 用の申 出に 応じら れないこと につい て申出者か ら見直 しを

求 められ た場合にも 、学識 経験者の意 見を聴 く仕組みを 設ける ことが

望ましい と考えます。
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５ ．そ の他歴 史的文 化的 文書の 保存及 び利 用に関 する事 項

(1) 歴 史的文 化的文 書の 保存及 び利用 に係 る体制 につい て

歴 史的文 化的文 書の 収集、 選別、保存 及び利 用を進める ために は、

人材の確 保及び育成が重要です。

歴 史的文 化的文 書を 取り扱 う職員には 、地域 の歴史や文 化への 理解

と ともに 歴史学や記 録管理 等に関する 専門的 な知識が必 要です 。この

ような能 力を有する人材の確保及び育成に努めることで 、“公文書館的

機能 ”（注）を充実させるとともに、歴史的文化的文書の保存及び利用

を長期的 ・継続的に行う体制の整備が必要と考えます。

注：公 文 書 館 と は 、「 歴 史 資 料 と し て 重 要 な 公 文 書 等 を 保 存 し 、閲 覧 に 供 す る と

と も に 、こ れ に 関 連 す る 調 査 研 究 を 行 う こ と を 目 的 と す る 施 設 」（ 公 文 書 館 法

第 ４ 条 第 １ 項 ） を い い 、 歴 史 的 文 化 的 文 書 の 保 存 及 び 利 用 は 、 公 文 書 館 的 機

能 の 一 部 で あ る と 考 え ま す 。

(2) 職 員の意 識の向 上に ついて

歴史的 文化的文書 の保存 及び利用事 業を進 めるには、 それを 担当す

る 職員の みならず全 ての職 員がその意 義を十 分に認識す ること が重要

で す。歴 史的文化的 文書を 保存するこ とは、 それぞれの 業務の 歴史的

な 経緯を 将来に引き 継ぐも のであり、 また歴 史的文化的 文書を 活用す

る ことで 、過去の経 験や実 績を現在の 行政課 題の解決に 生かす ことに
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つながり ます。

こ のため 、研修 等を 通じて 、職員の歴 史的文 化的文書に 対する 意識

の向上に 努めていく必要があると考えます。

(3) 行 政文書 の適正 な管 理につ いて

行 政の諸 活動は 、豊 中市の 歴史や文化 に大き な影響を及 ぼすも ので

す 。した がって、こ れを適 切に記録し 保存す ることは、 市の歴 史や文

化を後世 に伝えることにつながります。

行 政文書 は、事 務を 適正に 執行すると ともに 説明責任を 適切に 果た

すために 作成し、保管しなければならないものですが、それとともに 、

歴 史的文 化的文書と して保 存し、利用 に供す ることを視 野に入 れて作

成し、保 管することが求められます。
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６ ．お わりに

歴 史的文 化的文 書の 保存及 び利用は、 長期的 ・継続的に 取り組 むべ

き もので 、その選別 基準や 取扱いが頻 繁に変 更されるこ とは好 ましく

あ りませ んが、一方 で、科 学技術の進 歩や社 会状況の変 化に柔 軟に対

応するこ とも必要です。

今 後にお いても 学識 経験者 に意見を聴 くなど して、第三 者的視 点を

確 保しな がら、必要 に応じ て、歴史的 文化的 文書の保存 及び利 用に関

する制度 の見直しを行うことが望まれます。
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＜ 資料 ＞

１．豊中市歴史的文化的文書審議会委員名簿

氏 名 職 （ 所 属 ）

◎ 中川 幾郎 帝塚山大学大学院法政策研究科教授

○ 村田 路人 大阪大学大学院文学研究科教授

加藤 幸江 弁護士

◎会長 ○会長代理

２．豊中市歴史的文化的文書審議会審議経過

回 数

（開催日）
議 題

第 1 回

（平成 24 年 12 月 25 日）

・会長の選出

・諮問の趣旨説明

・検討会議以降の歴史的文化的文書の保存等の取組状況の報告

・位置付け：歴史的文化的文書の保存・利用を進めるための検討の方

向性

・論点整理

第 2 回

（平成 25 年 2 月 19 日）

・位置付け：歴史的文化的文書の保存・利用の目的を確認

・利用：歴史的文化的文書の利用について

・保存：歴史的文化的文書の保存について

・その他：個人情報保護の取扱いについて

第 3 回

（平成 25 年 3 月 19 日）

・歴史的文化的文書の区分について

・利用：自己情報の利用について

・利用：学術研究機関等による特別利用について

・利用：学識経験者の関与について

・その他：行政利用について

・保存：歴史的文化的文書の媒体について

・保存：歴史的文化的文書の目録について

第 4 回

（平成 25 年 5 月 21 日）
・答申（たたき台）の提示・検討

第 5 回

（平成 25 年 8 月 5 日）
・答申（案）の検討


